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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、教育施設におけるダニの棲息状況についてですが、�2004年に学校保健法の「学校環境衛生の基準」が改訂されまして，1学年に１回、ダニ又はダニアレルゲンを検査することが新たに盛り込まれました。



これまで、学校環境におけるダニ及びダニアレルゲンに関する調査は数例しか報告がありません。



そこで、ダニ及びダニアレルゲンによる汚染程度を明らかにし，学校環境衛生の基準，および従来からダニ汚染の指標とされてきたWHOのダニ汚染基準との比較を初めて実施いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アレルゲン測定とダニ分離には、９メッシュと２００メッシュで振篩した細塵を使い、分離した上清部をダニアレルゲン測定に、沈渣部をダニ分離に供しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アレルゲン量測定はマウスモノクロナール IgG抗体を用いたサンドイッチELISA法によりＤｅｒ２を測定しました。

ダニ分離は飽和食塩水浮遊法を用い、濾紙に展開し実体顕微鏡下で採取した後、プレパラートに封入して同定しました。
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